
 

●谷内口 友寛（やちぐち ともひろ） 

京都市環境保全活動推進協会  

事業融合次長 

 

●対応できるテーマ例 

 環境教育、ESD、SDGs、環境学習施設運営、地域コミ

ュニティでの環境活動促進、中間支援、環境学習プログ

ラム開発、参加体験型の学びの場づくり、ボランティア

コーディネーション 

 

大阪市出身。2001 年、キャンプカウンセラーとして環境教育に出会い、マザー

アース・エデュケーションのスタッフとして、学校現場での人間関係トレーニン

グや、自然の中でのワークショップ等で、アメリカ先住民の自然観をベースとし

た環境教育を実践する。 

2006 年、京都市環境保全活動推進協会に奉職し、京エコロジーセンターにおけ

る環境学習・ボランティアコーディネート・イベント企画などに従事。2013 年

より京都市と協働で、京都市内 222 の地域コミュニティにおけるエコ活動を支

援する「エコ学区事業」や、京都市南部クリーンセンター環境学習施設「さすて

な京都」の立ち上げ・運営に従事する。 

人と自然とのつながりに気づき、大事にするための「学びの場」をつくること、

様々な主体と共に問題解決することをモットーとしている。 

 

ボランティアコーディネーション力検定２級。著書等に『よくわかる環境教育』

(2013，水山光春編著，ミネルヴァ書房発行，分担執筆）。 

 

 

●井上 和彦（いのうえ かずひこ） 

京都市環境保全活動推進協会  

事業改革次長 

 

●対応できるテーマ例 

 SDGs、ローカルアジェンダ 21、市民・事業者・行政の

パートナーシップ 

 

 

 

京都市生まれ。民間企業で環境調査、環境計画策定等の業務に従事しながら、

1999 年頃から NPO 法人環境市民の活動に参加。2001 年に退社し、NPO 法人

環境市民の受託業務に従事。2004 年に NPO 法人とよなか市民環境会議アジェ

ンダ 21 の事務局長に就任し、環境省の「国連 ESD の 10 年促進事業」のモデル

事業などに従事。2010 年に京都市におけるローカルアジェンダ 21 の推進組織で

ある京（みやこ）のアジェンダ 21 フォーラムの事務局長に就任。2019 年 4 月に

京のアジェンダ 21 フォーラムが公益財団法人京都市環境保全活動推進協会と組

織統合したため現職に就く。 

東京農業大学農学部林学科卒。関西学院大学、龍谷大学非常勤講師など。 

 

著書等に『地球温暖化対策の最前線―市民・ビジネス・行政のパートナーシップ』

（2007 年，法律文化社，分担執筆）。 

 

 

 

 



 

●石田 浩基（いしだ ひろき） 

京都市環境保全活動推進協会  

環境教育推進室 室長補佐  

 

●対応できるテーマ例 

 環境教育の入門講座、環境まちづくり、地域連携パート

ナーシップ 

 

 

三重県名張市生まれ。大学時代にフードバンクやレジ袋有料化など、環境問題や

それを解決するための仕組みについて興味を持ち、サークル活動で大学内のごみ

問題に取り組む傍ら、専攻科目にて幅広く環境問題について学ぶ。2013 年、一

般財団法人地域公共人材開発機構に入職し、人材育成プログラムの運用や、研修・

講座事業等に従事。2017 年より京都文教大学地域協働研究教育センター専任研

究員として、地域連携に関する研究活動や授業を担当する。2019 年より現職。

京エコロジーセンターにおける環境教育プログラム開発、展示事業を担当。 

好きな言葉は『おもしろき こともなき世を おもしろく』。 

龍谷大学政策学研究科修士（政策学）、京都文教大学非常勤講師。 

 

eco 検定（環境社会検定）、地域公共政策士、ボランティアコーディネーション力

２級。著書等に『実践！防災と協働のまちづくり 住民・企業・行政・大学で地

域をつなぐ （京都文教大学地域協働研究シリーズ）』（2021，ミネルヴァ書房，

第 3 章「都市型環境教育による循環型社会形成への期待」執筆）。 

 

 

●竹花 由紀子（たけはな ゆきこ） 

京都市環境保全活動推進協会  

地域環境活動促進室 職員 

 

●対応できるテーマ例 

 地域の環境活動、家庭部門の省エネルギー対策、省エネ

ルギー住宅 

 

 

長野県生まれ。立命館大学在学中より NPO 法人環境市民で環境教育の調査研究

と実践に取組み、「京都エコ修学旅行」のコーディネーターを務める。 

1999 年、京都市のローカルアジェンダ 21 協働推進組織である「京のアジェンダ 

21 フォーラム」に、初の民間スタッフとして着任。京エコロジーセンターの開

館前に、環境ボランティア養成と常設展示企画に関わり、2002 年の開館時に入

職。環境ボランティアの活動コーディネーション、環境教育プログラムの企画実

施、市民活動支援を担当。2007 年から京都府地球温暖化防止活動推進センター

に移り、家庭部門の省エネ（特に給湯・空調・住宅）について、調査研究や診断

士育成を手掛ける。2019 年からは（公財）京都市環境保全活動推進協会にて、

地域の環境活動支援に取り組んでいる。府立大阪女子大学大学院文学研究科修士

課程修了（文学修士）。 

 

省エネルギー普及指導員（一般財団法人省エネルギーセンター）、環境省家庭エ

コ診断制度 うちエコ診断士（うちエコ診断資格試験運営委員会）。著書等に 

「シニア世代のボランティア受け入れをどうするか」（『NPO ジャーナル Vol.15』 

関西国際交流団体協議会編 明石書店 2006 年）、水山光春編著『よくわかる環

境教育』第７章第３節「エコツーリズム」執筆担当（ミネルヴァ書房 2013 年）。 



 

 

 

ここで紹介している職員以外も講師として派遣することができる 

 場合があります。  

テーマや内容等、お気軽にお問い合わせください。 

公益財団法人京都市環境保全活動推進協会  

Tel：075−641−0911 お問い合わせフォーム 

 

 

 

 


